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虎
居
地
区
に
あ
る
県
立
北
薩
広
域
公
園
。

巨
大
な
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
バ
ン
ガ
ロ
ー
、

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
そ
ろ
い
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。

今
年
４
月
、
同
公
園
管
理
事
務
所
に
所
長

代
理
と
し
て
配
属
さ
れ
た
の
が
前
畑
祐
樹

さ
ん
。
利
用
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

日
々
園
内
の
管
理
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

常
に
利
用
者
の
視
点
を
大
切
に
し
て
い

る
前
畑
さ
ん
は
、
細
や
か
な
気
配
り
で
園

内
の
樹
木
の
管
理
や
遊
具
の
点
検
、
案
内

看
板
の
更
新
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
安
全
安
心
を
第
一
に
、
き
れ
い
で
使
い

や
す
く
、
迷
わ
ず
目
的
地
に
行
け
る
親
切

な
公
園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の

方
が
『
ま
た
来
た
い
』
と
思
っ
て
く
れ
た

ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

天
然
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
整
備
さ
れ
て

い
る
同
公
園
。
前
畑
さ
ん
は
、
若
手
技
師

と
共
に
芝
生
の
刈
り
取
り
や
種
ま
き
、
肥

料
の
調
節
な
ど
の
管
理
に
携
わ
り
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
数
種
類
の
芝
草
を
植
え
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
状
況
に
あ
わ
せ
た
管
理

を
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

今
年
10
月
開
催
の
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し

ま
国
体
で
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少

年
男
子
の
会
場
と
な
っ
て
い
る
同
公
園
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
。
前
畑
さ
ん
は
、
今
回
の
国

体
に
特
別
な
思
い
が
あ
る
と
話
し
ま
す
。

「
私
は
、
今
年
度
配
属
さ
れ
る
以
前
に
令

和
元
年
度
ま
で
こ
の
公
園
で
技
師
を
務
め

て
い
ま
し
た
。
最
後
の
年
に
は
、
国
体
の

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
こ
こ
で
開
催
さ

れ
た
全
九
州
高
校
新
人
大
会
で
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
管
理
を
担
当
し
て
い
た
ん
で
す
。

今
回
国
体
の
年
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
ね
。
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
選
手
た
ち
が
気
持
ち
よ
く

プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
、
最
高
の
芝
生
を
用

意
し
た
い
で
す
」
と
意
気
込
む
前
畑
さ
ん
。

10
月
の
国
体
で
は
、
選
手
た
ち
を
足
元
か

ら
支
え
る
美
し
い
芝
生
に
も
注
目
で
す
。

青く美しい天然芝のグラウンド。
けがなくプレーできるよう、競技
ごとに芝生の長さを変えています。

芝刈りの際に使用するリール式芝
刈機。芝生の長さを均一にそろえ
ることができます。

曽於市出身。大学卒業後、
北海道や宮城県などで国営
公園の管理に携わる。その
後、岡山県の農園に転職し、
花苗の生産・販売を行う。
35歳のときに県地域振興公
社に就職。今年４月から県
立北薩広域公園の所長代理
を務める。趣味は園芸で、
好きな花はサルビア。

前畑 祐樹 さん（41）
まえはた ゆうき
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